
第５学年２組 国語科学習指導案 

 

１ 単元名・教材名 新聞を読もう 

２ 児童の実態と本単元の意図 

  本学級の児童は、これまでに、目的に応じて中心となる語や文をとらえて段落相互の

関係や事実と意見との関係を考えることによって説明的な文章を読むことを学習してき

た。しかし、文章の要旨をとらえるということや目的に応じて文章を比べて読むなどの

効果的な読み方については課題が残る。また新聞を普段から読む児童が少なく、新聞の

構成をあまり理解していない。 

  本単元を指導するに当たって、小学校学習指導要領の第５学年及び第６学年の「Ⅽ読

むこと」の指導事項「イ 効果的な読み方に関する指導事項」と「ウ 説明的な文章の

解釈に関する指導事項」を中心に指導を行っていく。そのために、「編集の仕方や記事の

書き方に注意して新聞を読む」という単元を貫く言語活動を設定する。その活動を遂行

するために、どのような作りになっているか確かめながら新聞を作ったり、それぞれの

面にどのような分野の記事が書いてあるか調べたり、同じ出来事を伝える二つの記事を

比べ、違いが与える印象について話し合ったりできるようにする。 

  本時では、前時に作った「附属小のいいところ新聞」を使って、同じテーマについて

書かれた新聞を読み、自分の新聞と比べてどこがどう違うのか、そうしたことによって

読むときに受ける印象は自分のものとどのように変わるのかをノートに記入し、全体に

発表する。このような活動で、児童の、発信者の違いで内容・表現が違うことで、同じ

内容の記事でも読んだときに受ける印象が変わるという考えを引き出す。 

３ 単元の目標 

（１）新聞に興味をもち、新聞の面や記事の構成を確認しながら読もうとしている。 

                               （関心・意欲・態度） 

（２）発信者の違いによって、内容や表現が違うことを理解している。（読むこと） 

（３）文章の構成の一つとして、新聞記事のもつ構成に気付いている。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の評価規準と学習活動に即した評価規準 

５ 指導と評価の計画（全３時間扱い）本時３/３時 

６ 本時の展開（３/３時） 

（１）目標 

   ○同じ出来事を伝える二つの記事を比べて読み、見出しや絵の違いが読者に与える

印象について考えることができる。 

 

 

 ア 国語への関心・意欲・

態度 

エ 読む能力 オ 言語についての知

識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

・新聞に興味をもち、新聞

の面や記事の構成を確

認しながら読もうとし

ている。 

・発信者の違いによって、

内容や表現が違うことを

理解している。 

・見出しや写真の工夫など

による効果を理解しなが

ら読んでいる。 

・文章の構成の一つと  

して、新聞記事のも

つ構成に気付いてい

る。 
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①新聞がどのような作り

になっているか確かめ

ながら、構成に気を付け

てテーマに沿った記事

を書くことができる。 

①新聞のそれぞれの面にど

のような分野の記事が書

かれているか、調べるこ

とができる。 

②同じ出来事を伝える二つ

の記事を比べて読み、見

出しや絵などの違いが読

者に与える印象について

考えることができる。 

①新聞記事のもつ構成

を理解している。 

時 主な学習活動 学習内容 評価規準・評価方法 

１ ○新聞の一面の構成を確認し、新聞の

それぞれの面にはどのような分野の

記事が書かれているか調べる。 

○報道記事の書き方

の特徴 

オの① 

エの① 

・発言やホワイトボ

ードへの考察 

２ ○新聞がどのような作りになっている

か確かめながら、構成に気をつけて

テーマに沿った記事を書く。 

○色々な角度から新

聞を書くこと 

アの① 

・ワークシートへの

考察 

③ ○同じ出来事を伝える二つの記事を比

べて読み、見出しや絵などの違いが

読者に与える印象について考える。 

○書き方の違い エの② 

・ノートへの考察 



（２）評価規準（１時間の授業に即した具体的なもの） 

ア 関心・意欲・態度 

①同じ出来事を伝える二つの記事を比べて読み、見出しや絵の違いが読

者に与える印象について考えることができる。 

（３）展開（○は指導上の留意点     内は評価を表す） 

前時の学習内容 ○新聞の構成を確認しながら、テーマに沿って新聞を作成する。 

 

学習活動 学習内容 指導と評価の創意工夫 時間 

１ 本時の学習課題をつか

む。 

 

 

 

 

２ 同じテーマを伝える新

聞を比べて読み、違いを見

つける。 

＜予想される児童の反応＞ 

・同じ行事についての記事な

のに、見出しが違います。

自分は行事全体のことを

書いたけれど、○○さんは

バスケットボール大会に

注目して書いたことが分

かります。 

・○○さんの新聞は、絵が具

体的に描かれていて、とて

もわかりやすいです。 

・○○さんの新聞の見出しは

自分のものより工夫され

ていておもしろいです。 

３ ノートに記入したこと

を発表する。 

＜予想される児童の反応＞ 

・見出しにインパクトがあっ

ていいな、自分の新聞も見

・本時の学習課題 

 

 

 

 

 

・同じテーマの新聞記

事を比べ、違いにつ

いて考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表 

 

 

 

 

○同じテーマについて書い

た児童と新聞を共有する

ことを伝えることで、他

の人の新聞も早く読んで

みたいと思えるようにす

る。 

○隣の席の人が作った新聞

記事を読み、自分のもの

と比べて読んだときにど

んな印象を受けたかとい

うことをノートに記入す

ることを伝える。 

○どんなことを書くか、例

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表現の方法は様々あり、

それが与える印象も変わ

ることを実感できるよう

にするために、自分のも

のとどう違うか、どんな

５’ 

 

 

 

 

 

１５’ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７’ 

 

 

 

 

同じテーマの新聞を読み比べよう。 

エの②同じ出来事を伝える二つの記事を比べて

読み、見出しや絵などの違いが読者に与える印

象について考えることができる。（ノートへの考

察） 



７ 備考 在籍児童数  ３５名 

出しをもっと工夫したい

な。 

・自分の新聞も絵をわかりや

すく描けば、もっとよい新

聞になるかも。 

・自分はリード文があまり書

けていなかったな。 

４ 自分の新聞の書き直し

をする。 

 

 

 

５ どんなところを書き直

したか発表する。 

＜予想される児童の反応＞ 

・見出しをもっと工夫してみ

ました。 

・本文をもっと詳しく書いて

みました。 

・絵をもっとわかりやすく描

きました。 

６ 本時の学習のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の新聞をよりよ

くすること 

 

 

 

・よりよくしたことの

発表 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のまとめ 

印象を受けたかというこ

とを発表する。 

○同じ話題でも新聞を読み

比べることでいろいろな

読み方ができるので、読

み比べる良さを実感でき

るようにする。 

○隣の人と比べて読んだ

り、発表を聞いたりして、

もっとこうしたいと感じ

たところを書き直すよう

にする。 

○他の人はどんなところを

書き直したのか、自分と

照らし合わせて発表を聞

くようにする。 

 

 

 

 

 

○本時の学習を振り返り、

新聞を書く人によって表

現が違い、読んだときに

受ける印象も変わってく

るということをまとめ

る。 

○作った新聞はお母さんや

お父さん、兄弟や他校の

友達に見せて附属小のい

いところを紹介してみる

ように伝える。 

○学んだことを生活や学習

の中で生かしていくよう

に伝える。 
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８ 板書計画 
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